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研 究 主 題

音 楽 的感 動 を 主 体 的 に共 有 し、充 実 感 を 味 わ うた め の 合 唱 指 導 の 工 夫

1主 題設定の理 由

現 代 は、人間相 互のつ なが りが希 薄にな りがちであ るといわれて いる。 その背景 には、物 質

的な豊 か さの中で生活 して いることや私 たち一人一人 の生活が他者 に依存 しな くと も、比 較 的

容易 に成 り立 っ ことが可能であ ることな どがあ る。 その ことによ り、 日常生活 の中 で も、様 々

な人 間関係 を通 して、その都度 ので きごと等 に深 く感 じ、「感動す る こと」 が体験 され に くい

と もいえ る。 この ことは、学校教育活動全体 の状況や生 徒一人一人 の価値観 の多様化 の中 に現

れて いる と考 え られ る。

音楽科 の授業 において も、上記 のよ うな社会的背景 に もとつ く課題 として感動体験 の不足 が

指 摘 されて いる。今 日の音楽学習 にお いて は与 え られた楽 曲を指示通 りに演奏 す ることだ けで

な く、 自 ら学習課題を発見 し、 自分た ちで工夫す ることの中か ら感動 をっか み取 ることが で き

るよ うな学 習の機会が、で きるだ け多 く設定 させ ることが大切で ある。 したが って、一 斉指 導

を中心 と した教師主導型の授 業展開を改善 し、生徒 が生 き生 きと活動 し、充実感 を味 わえ るよ

うな授業展開を工夫 して い くことが必要 であ る。

本年 度の研究員 は、 この ような今 日の音楽科 の課題 に対 し、合唱活動 こそが音楽的 な感動 、

心 の(意 欲の)扉 を開かせ るための最 も基本的 な音 楽活動で はないか と考え た。合唱表現 活動

の中で、他者 と感動 を分 ち合 う喜 び、 そ して、 その喜 びを繰 り返 し体験 した いとい う心情 を生

徒一人一人 に持 たせ る ことは、感性 の育成 のため に大 切な ことであ る。そのための教師 の工 夫

が授業 の中 で具体的 に実践 されなければな らな い。そ こで本年度 の研究 を推進 して い くに当 た

り、研究員相互 の 日頃 の授業 における問題点を出 し合 い、その中 で多 くの共通 す る課題 を見 い

出 し、授業の場作 り(生 徒 との人間関係や雰 囲気)か ら、導入 の工夫 、選 曲、発声指導 の工夫、

リーダー育成 ・パ ー ト練習の工夫、評価 の在 り方 に至 るまで、具体的 な方策 を求 めて い くこと

と した。

一 方、新 しい学力観で は、学習の結果 だ けではな く、学習への 「動機づ け」 などの工夫 を通

して、学 習 して い く過程 の中での生徒 の変化 を適切 に評価 して い くことを重視 している。また、

「関心 ・意欲 ・態度」 の観点 を重視す ることにより、生徒 の全体像 を評 価 し、 それが 可能 と な

るよ うな指導 の在 り方 を改善 してい くことが求 め られて いる。合唱活動 は、特 に生徒の 「意欲」

が直接 的に発揮 されやす い活動 であ る。一方、指導の方法 によって は 「意 欲」 が現れ に くい状

況 にな りやす い活動 で もあ る。本研究員 は、 この ような実情 を踏 まえ、新 しい学 力観 の提 示 に

よ って求 め られてい る指導及 び評価 の工夫を具体化 す ることによ り、生徒一人一 人の心 の中 に

音楽的感動を主体的 に共有 させ、充実感を味わわせ ることを 目指 して本主題 を設 定 した。
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ll研 究 の経 過

本年 度の研究員総会 が発足後 、月1回 のペースで例会を もち、授 業で の悩 み、実態 な どに基

づ き、研究主題 を設定 し、研究 を行 った。経過 は以下 の とお りであ る。

〈5月 〉

本年度 の研究主題を設定す るにあた り、「音楽 の基本 であ る"歌 う"と い うこ とを通 して

音楽 の楽 しみを知 り、合唱 によ り皆が ひとっ にな る喜 びやすば らしさを体験 して欲 しい」 と

い う願 いを根底 にお くことを全員で確認 し、合唱指導 にっ いて研究を求 める ことを 目指 し、

テーマを設定 した。

〈6月 〉

研究員 各 自の授業 の進 め方 にっ いて、指導案を持 ちよ り、現 在の改善すべ き点 、や って み

てよか った点 などを発表 しあい、 その中で成功 事例、失敗事例 の原因 ・背景 などを検討 し、

合唱活動 を基本 と した授業展開 のよ りよい方向性 を協議 した。

また、各行事の様子 につ いて も、情報交換を行 った。

<7月>

5月 、6月 で研究協議 した ところを踏 まえて、全体的 に次の ことにっ いて、研究 を深 め る

ことを確認 した。

(1)導 入 の方法(雰 囲気作 り)

(2)パ ー ト練 習の効果的 な方法、及 び リーダーの育成 にっ いて

(3>選 曲の工夫

(4)音 楽 を深 め させ る工夫

(5)行 事 での校歌 指導 にっ いて等

〈8月 ・御岳集 会〉

ここでは、7月 に決 あ た研究事項 につ いて、十分協議 し、具体 的に内容 を深 めた。 なか で

も 「導入 の工夫」「音楽 を深 めさせ る工夫」 につ いて は、色 々な意 見 がか わ され 、各 校 の実

態 にあ った指導法 を検討 した。また 「行事 での校歌指導」 にっ いて も、具体 的 な対策 な どを

話 し合 うとともに、 日頃の授業 の中で、いかに音楽的感動を得 させ る ことがで きるか 、9月

以降各校 にて実践研究 を深 め ることにな った。「選 曲の工夫」 にっ い て も、演 奏 テー プを聴

きなが ら、生徒 の実態 にあ った教材 、指導法 などの協議 ・検討 を進 あた。

〈9月 〉

各研究員 の事例報告 を もとに、主 として 「合唱指導 の現状 と課題」 にっ いて、 さ らに具 体

的 に検討 を進 めた。また、各事例 がよ り効果的 な指導 となるよ うに検討 した。

〈10月 以降〉

本 研究主題 の視点か ら、各学年 におけ る具体的かつ、実践 的 な指導法 を目指 して研 究 し、

協議 した。(後 半 の指 導事例を参照)

以上 の よ うに、本研究員 は 「合唱指導」 における現状や課題 の検討 を重視 し、各学年 にお け

る効 果的指導 の在 り方 などについて研究実践 した。
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皿 研究の内容

本 研究 を進 めるに当た って、各研究員が、毎 日の授業 にお いて、合唱指導 にどのよ うに取 り

組 み、 どのよ うな課題 を抱 えているのか などにつ いて、 まず相互 に共通 理解す ることを重 視 し

た。そ の ことを通 して、各学校 の様 々な実情や共通の課題等 が明 らかにな って きた。

そ して、本研究主題 の 「音楽的感動を主体的 に共有 し、充実感を味わ うたあ の合唱指導 の工

夫 」 に込 め られた各研究員 の願 いを理論的 に整理す るために、各研究員 の様 々な指導理念 を出

し合 いなが ら協議 を重 ねた。その結果 、特 に、「音楽的感動 を主体 的 に共 有 す る」 ことの意義

を明確 に提示 でき るよ うにす るとと もに、 その ための授業 にお ける工夫 を具体的事例 と して 研

究を発展 させ る ことが必要 とな った。

この よ うな研究 の進 め方 によ って得 られ た成果が以下 に示す内容 であ る。

1合 唱指導 にお ける現状 と課題

各学校 にお ける合唱指導の実情 は、学校 や生徒 の実態 に応 じて多様 であ る。 また、 そ の実

情 の中 には、共通 の課題 も含 まれて いることが明 らか にな った。 それ らの ことを まとめ る と

次 の通 りであ った。

(1)各 学校 にお ける合唱指導 の実情

○ 意欲 的に歌 わせ ることに苦慮 してい る。

○ 歌 うことは好 きであ り、大 きな声 で歌 うが、ハ ーモニーの響 きやバ ラ ンス、詩 の理 解

な どにっいて は、指導 が徹底 せず、表現 が深 ま らない。

○ 歌 うことに対 す る生徒 の意欲 は個人差 が大 きく、意欲の乏 しい生徒 に興味 を起 こ させ

て クラス全体 を意欲 的な雰 囲気 に して い くことが難 しい。

(2)各 学校 におけ る合唱指導上 の共通 の課題

○ 意欲的 に歌 わせ るには、教師主導型 の指導を改善 し、生 徒一 人一人 の意欲 を起 こ させ

るためのク ラスの望 ま しい雰囲気づ くりなど、 きめ細かな工 夫を行 う必要 があ る。

○ 合唱指導 を通 じて生徒一人一人が心か ら感動 を体験 し、その体験を通 して主体 的 に感

動体験を共有す る ことを教師 自身が常 に目指 してい くことが大 切であ る。

2音 楽的感動 を主体的 に共有す る ことの意義

(1)音 楽的感動 を主体的 に共有す る ことはどのよ うな ことなのか。

「音楽的感動 を主体的 に共有す る」 ことの中には2っ の大切 な要素 が含 まれて い る。

「音楽的感動 を主体的 に求 める」 ことと 「音楽的感動 を共有す る」 ことで あ り、 これ ら

の要素 の中 には本研究員 の次の ような願 いが込 め られてい る。

① 「音 楽的感動を主体的 に求 める」 ことの意義

感性を育成するためには、音楽学習の場 で、 より多 くの音楽的感動 の体験 が必 要 である。

音 楽的感動 は、生徒 の心 に充実感 を与える。特に合 唱指 導 における感 動 体験 はハ ーモニー

を通 して生徒 の心 に音楽 の喜 びを与 えるとともに、生徒相互 の心 のっながりを形成 する。

生徒 は、 この感動体験 を基盤 として さらに意欲的 に音楽活動 を行 お うとす る。 その時

生徒 は、更 な る感動体験 を志 向 して い るといえ る。

生徒 が このよ うな心 の状態 にある時、音楽的感動 を主体的 に得 よ うと してい ると言 え
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る。教師 は生徒が心 に深 い感動を体験で きるよう、指導 の工夫 を図 るとと もに生 徒 の音

楽 活動へ の意欲 にっ いて も常 に留意 して い く必要があ る。

② 「音楽的感動を共有す る」 ことの意義

生 徒 にと って音楽活動 は、学習 の場 にお いて は基本 的に は集 団の中で行 われ る。 した

が って、集団の中 の生徒一人一人 の心が音 楽活動 によ る楽 しさや感動 を体験 で きるか ど

うか は、集 団 と して の音楽活動 の在 り方次第で決定 され る。

生徒 は、 自分を含む集団が どの よ うな雰 囲気 で音楽活動 してい るかにっ いて は鋭 敏 に

感 じ取 ることがで きる。望 ま しい雰囲気 での音楽活動 は、生徒 の共通 の願 いで もあ る。

この共通 の願 いは、集団 と しての音楽活動 によ る感動体験 を通 して一 人一 人の心 の中 に

満 た された時、相互 に共通 の体験 と して意識 され る。

一 っの音 楽的感動 は
、集 団 と しての感動 であ るとともに、一人一人 の心 の共通 の感 動

と して意識 され る。その時、生徒 の心 は一体感 を味 わ うとともに自分 の感動 の対象 が 自

分 だけでな く仲 間一人一 人の心 に も共有 されてい ることを実感す るのであ る。

また、生徒 が音楽 的感動 を共有 してい る時 、指導者 であ る教師 も勿論 、その場面 に深

く関 わ ってい るのであ る。

② 音楽的感動 を主体 的に共有 す ることはどのよ うに して可能 なのか。

音楽 の年 間指導計 画の中で音楽 的感動 を体験 で きる場 と して最 も多 いの は、一般 的 に は

合 唱活動 であろ う。合唱活動 は、集 団による表現活動であ り、各パ ー トの役割 によ る目標

の具体化 ・個別化 、ハ ーモニーへ の努力等 によって、深 い感動 を可能 とす る重要 な音 楽活

動 で ある。 ここで は、合唱活動 にお ける工夫の基 本的事項 を次に示 す。

① 「音 楽的感動 を主体的 に求 める」 ためには

合 唱活動の場 で生徒が具体的 に 「歌 ってみ よう」「練習 してみ よ う」「歌が上手 にな り

た い」等 と願 うこ とは主体的 な意欲の重要 な現 れであ る。 このよ うな意欲を起 こさせ る

ための きっか けを教師がっ くる必要があ るが、 この点 で指導 の難 しさを感 じて いる教 師

も多 い。教 師の はた らきか けと して、合 唱活動 の どの部分 も、生徒 に とって魅力 あ る も

のでなければな らな い。なぜな ら、生徒 自身 の心 の中に 「歌 う」 ことへの意 欲の高 ま り

が なければ 「歌 う」 ことは不可能 であ るか らであ る。教 師の言葉か け、わか りやす い 目

標 の設定、主体 的な練習 の場 の設定 、生徒 自身 が主体的 に求 める目標の レベルアップ化、

そ して、 きあ細 かな評価 を行 うこと等 が大切 である。

② 「音楽的感動 を共有す る」 ためには

歌 う楽 しさや合唱 の素晴 らしさを実感 し、心か ら音楽をっ くりあ げて い く喜 びを主 体

的に求 めて い くことの中 には、当然、生徒集団 と してだ けでな く、教師 とと もにっ くり

あげて い くとい う要素 も含 まれて いる。

ここに、教 師 と生 徒 との コ ミュニケー シ ョンの在 り方 が重要 とな る理 由があ る。

「共有」 す るには、学 習の場 で様 々な ことに 「共感」 で きるよ うな、信頼 関係が大 切

であ る。教 師 と して、音 楽的指針 を適切 に示す ことは大切 であるが、生徒 の中か ら出 さ

れ る音楽へ の様 々な感 じ方(感 性)に も耳 を傾 け、共 に考え、教師の感性 との相互 交 流

を も行 えるよ うな雰 囲気 づ くりを行 うことが大変重要 な要素 とな る。
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3音 楽的感動を主体的 に共有 す るための指導 の工夫

(1)学 級 の良 い人間関係や雰囲気 を作 るための工夫(場 作 り、秩序作 り等)

音楽を通 じて感動を味わ うということは人間 の最 もメ ンタルな部 分の働 きによる もの で

あ り、人間の心 が開かれ、安定 しているときに可能 とな る。

も し学級 の中や教 師 との間 に このよ うな心の通 い合 いがない場合 、音楽 の授業 を通 じて

感動 を味わ うことな どは不可能 である。

生徒 が(も ちろん教 師 も)安 定 した心で音楽の授業 に臨 むために必要 な、良 い人間 関係

づ くりや雰囲気 づ くりの在 り方 として次の ことが考 え られ る。

ア.心 の開放

良 い人間関係 や雰囲気 の前提 になるもの は、まず お互 いが心 を開 き合 うとい うこ とで

あ る。 この ことを教 師側か らの働 きか けによ り築 き上 げてい く方法 と して、授 業を通 じ

て行 う場合 と、授業以外の場 で行 う場合が考 え られる。下記 にそのポイ ン トを挙 げる。

げ〉 授業 を通 じて行 う場合

・常 に明 る く笑顔を もって生徒 に接 す る。

・一緒 に授業 を楽 しもうとす る姿勢 を全面 に出す 。

・生徒 の個性 や長所を認 める ことを基本 とし、良 い点 を見っ けて誉 め る。

・音楽 を苦手 とす る生徒 や消極的な生徒 への言葉 かけを忘 れない。

ω 授業以外 の場 で行 う場合

・学校 の行事 の場 をと らえ積極的に生徒 に接 しお互 いの理解 に努 め る。

・学級通信 や学級 日誌 などを通 して生徒一人一人 に対す る意志疎通 をはか る。

。教師間の協力体制を密 に し、生徒指導 、学習指導等を効果的 に行 う。

イ.の ぞ ま しい雰囲気づ くり

心 の開放 とは、生徒が好 き勝手に行動 す ることで はない。

生徒 がそのよ うな状態 に陥 って しま っては音楽 の授業 は成 り立 たず 、 もはや音 楽 を通

じて感動を共有す ることなど有 りえない。

そのよ うな状態 にな らな いために必要 な ものは、必要最小限の生徒 と教 師のル ールで

ある。

それに必要 なポイ ン トは次 の通 りであ る。

(7)チ ャイム着席

文字 どお りチ ャイムが鳴 り終わ った ときに全員 が席 に着 いて い ることであ るが、 た

だ座 って いるのではな く、す ぐに授業 に取 り組 める状態 にな っていることが望 まれ る。

ω 座席

曲 にふ さわ しい座席配置や合唱隊形 な ど教師が計画 した座席 に着 かせ る。ただ し歌

唱 を苦手 とす る生徒 に対す る様 々な配慮 は必要 であ る。

(ウ)忘 れ物対策

注意す るなど厳 しく接す るばか りでな く、忘 れた生徒 に簡単 な特技 を披露 させ るな

ど、楽 しい雰囲気 の中で、遊 びの要素 も取 り入れ る ことによ り、意外 な効果 を生 む こ

ともあ る。
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に)雰 囲気 づ くり

能動 的な活動 を生 み出す雰 囲気 づ くりには、私語を全 く認 めないよ うな緊張 した雰

囲気 では伸 び伸 び と した歌 にな らないが、一方、全 くの 自由にさせれば収 拾がっ か な

くな る。学級 の グループ と しての特性 をよ くっかみ、全 くの私語 なのか、授業 に前 向

きな発言 かど うか教 師が判断 して授業 を進 あて い く必要が ある。

㈲ 授業 の流 れの定着

生徒 に授業 の流 れを繰 り返 しによ り理解 させ る ことで、生徒 の動 きがよ くな り授 業

を スムーズに運 ぶ ことがで きる。 しか し一方 ではマ ンネ リ化 による生徒側 の興味 の喪

失 とい うこともあ り、 日頃の教材研究を基 に した新 しい試み も欠かす ことはで きない。

② 授 業 の導入 における工夫

授 業の開始時 にどのよ うに生徒 に接 し、 どの よ うに授業 に入 って い くか とい うことは教

師 と して いつ も悩む と ころであ り、常 に新 たな工夫が必要で ある。 この導入 が成功す るか

どうかが その授業 の成否 の一つ の鍵 を握 って いる。

授業 の導入 にお ける工夫 を 日常 の授業 と入学時、学年、学期の初 めの授業 の場合 に分 け

て示 す。

ア.日 常 の授業の導入 における工夫

ここの 目的 は生徒 を リラックスさせ ると同時 に適度 な緊張感を作 り出 し、授業 内容 へ

の展 開を スムーズに行え るよ うにす ることに ある。

実 際の工 夫 と して は次の よ うなことが挙 げ られ る。

・生徒 の様子 を よ く観察 しどの よ うな状態 にあ るか把握 す る。

・授業 の初 め に叱 って しま うと生徒が萎縮 し声が出な くな って しまうので、笑顔で接 し、

楽 し く授 業展開で きるよ うなムー ドづ くりをす る。音 楽 とは全 く違 う話 をす るの も生

徒 の気持 ちを ほ ぐす うえで有効で うる。

・既習 曲を発声 練習の代わ りに歌わせ たり、生 徒の好 みの曲や良 くハ ーモニーの出 る曲

を歌 わせた りす る。歌 謡曲の既興で はさんだ り、校歌 を用 いる例 も多 い。

イ.初 めの授業 の導入 にお ける工夫

入学 時、学年 、学期 の初めの授業 は、教 師 と生徒 、生徒 と生徒 も初 めて の出会 い、 あ

るいは久 しぶ りの対面 でお互 いに緊張す るときであ る。そ して この時 の接 し方がそ の後

の授業 の流 れや人間関係 に大 きな影響 を及 ぼす。

生徒 も最初 の授業 に は期待 と不安 を もって臨んでお り、教 師 と して は次の よ うな工 夫

を折 りまぜ 、細心 の注意 を払 いなが ら生徒 に接す る必要 があ る。

・普通教室 でのオ リエ ンテー シ ョンを行 い、その中で生徒 に教 師像 を定着 させ る。

・一人一人名前 を呼 びかけ握手 をす る
。

・卒業 した小学校 の校歌 を生徒 にお互 いに紹介 させ る。

・教師が ギ ターの弾 き語 りなど音楽 の実技 を披露す る。
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㈲ 選 曲の工夫

選 曲 は指導計画作成上 、大切 な要素 であ り、 中学校3年 間 を見通 した選曲が必要である。

系統 的な選 曲を通 して、第3学 年 で は卒業時 に混声4部 合唱 がで き上が る ことが、教 師の

願 いであ ろ う。なお、変声期 の ことも十分考慮 して、指導 しな くて はな らない。その こと

を踏 まえた上 で、学年 ごとの選 曲を行 う必要が あ る。

選 曲の際の留意点 は、次の ことが考 え られ る。

・比較 的短 くて、覚 えやすい曲 「夏 の日の贈 りもの」

・伸 びやかに発声す る曲 「夢の世 界を」「はばた こう明 日へ」

・あま り難 しくない曲 「その ままの君 で」「流 れゆ く雲 を見っめて」

・各パ ー トに主旋律 があ る曲 「時の旅 人」
　 　

・の りの よ い 曲 「あ の素 晴 ら しい愛 を も う一 度 」 「明 日に渡 れ 」

・し っ と り歌 え る曲 「山 の い ぶ き」 「タ な ぎの 海 」

・ア ・カ ペ ラで 歌 え る曲 「さ よ うな ら」 「仰 げ ば尊 し」

・生 徒 の心 情 、 発 達 段 階 に合 った 曲 「モ ル ダ ウの流 れ」 「カ リブ夢 の旅 」

これ らの他 に、 ほ とん どの 中学 校 で行 わ れ て い る合 唱 コ ン クー ル で歌 わ れ た 曲 の 中 で 、

特 に印 象 に残 っ た曲 、 即 ち生 徒 の リクエ ス トに も 目を 向 け る こ と も大 切 で あ る。 更 に季 節

に合 った 曲 、 各 行 事 との 関連 を意 識 して選 曲 す る必 要 もあ る。

(4)発 声 指導 の工 夫

楽 しく 自然 に発 声 法 が 身 に つ く こ とが望 ま しいが 、 実 際 に は難 しい。 教 師 が模 範 を 示 す

こ と も一 っ の方 法 で あ る。実 際 に教 師 が示 す こ とは、 どん な理論 で説 明 す るよ り もわ か り

やす く、効 果 的 で あ る。

地 声 との違 い は 、十 分 理 解 させ る必 要 が あ る。 また 、立 ち方 は、 例 え ば足 を開 い て 床 を

押 す よ うに して 構 え る形 が 効 果 的 で あ る。 発声 練 習用 の 「こん に ち は」 「さ よ うな ら」 「マ

イマ イ マ イ」 「IIVVIの カ デ ン ッ」 な ど は、 多 くの学 校 が 活 用 して い るパ ター ンで あ る 。

(譜 例 参 照)

ま た、校 歌 、 既 習 曲 の 中 で 発 声練 習 を させ る こ と も良 い方 法 で あ る。 他 に も、以 下 の も

の が 考 え らる。

・母 音 、 子 音 で の 発 声練 習

・無 声 音 で の歌 詞 読 み(歌 詞 を は っ き りさ せ る)

・パ ー ト練 習 中 で の背 の び発 声(つ ま先 立 ち を して
、 腹 筋 力 を っ け させ る)

これ らの 方法 が 、 望 ま しい発 声 にっ なが る こ とに気 づ か せ る こ と は必 要 で あ る が 、 決 し

て 長 時 問 や るの で はな く、短 時 間 で端 的 にわ か りや す くす る こ とが 大 切 で あ る。 毎 時 間 行

う こ とに よ り、男 女 の音 質 共 深 み の あ る充 実 した、 つ や の あ る声 が生 まれ て くる。

㈲ リー ダー育 成 及 びパ ー ト練 習 の工 夫

ア.リ ー ダ ー育 成

女 子 の 中 に は、 音 取 り ・伴 奏 の で き る、 いわ ゆ る リー ダー の役 割 りを 果 た せ る生 徒 が

何 人 か は い るが 、 男 子 は少 な いの が 、 多 くの学 校 の現 状 で あ ろ う。 そ の よ うな 現 実 を 踏

まえ 、 まず パ ー トリー ダー を 次 の点 を考 慮 して決 め る こ とに な ろ う。
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・意 欲 の あ る生 徒

・声 を し っか り出 せ る生 徒

・旋 律 が弾 け る生 徒

・み ん な が協 力 で き る生 徒

リー ダ ー とな った生 徒 に は、 ど の よ うな要 領 で や って い くの か 、 事 前 に指 導 して お く

こ とが 必 要 で あ る。

イ.パ ー ト練 習 の工 夫

まず 初 あ に、 学 習 す る 曲 の範 唱 テ ー プ を聴 か せ る。 次 に、 各 パ ー トが ピア ノ ・オ ル ガ

ンな どの ま わ りに集 ま り、 リー ダ ーを 中 心 に練 習 す る。 時 々 は教 師 が 回 って 助 言 を し、

改善 点 な ど も示 して あ げ る。 この時 に、 ほ め る こ と も決 して忘 れ て はな らな い。 他 に 、

テ ープ を 前 に リー ダ ーを 中 心 に、 輪 に な って 行 う方法 もあ る。それ には、あ らか じめパ ー

ト別 テ ー プ作 りを して お く配 慮 も必 要 で あ る。パ ー ト練 習 が で き上 が った と こ ろで 、 範

唱 テ ープ を 更 に再 び聴 か せ る と、 新 た な意 欲 が 湧 く。全 体 の生 徒 に も、毎 回 の パ ー ト練

習 で の善 し悪 しを 評 価 させ る こと も、 大切 な こ との一 っ で あ る。(図 参 照)

この よ う に、 練 習 の 中 に評 価 を適 時 に盛 り こみ な が ら指 導 して い くこ とに よ り、 心 の

中 に仲 間 意識 が育 ち、 ひ とっ の 曲 と して で き上 が って い く。

ハ(

(譜 例)
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⑥ よ り美 しい合唱 の表現力 を育成す るための工夫

のびのび とゆたか な声 で歌 い合 わせ ることが合唱指導 の大切 な 目標 で あ るが 、 「ただ歌

う」 ことか ら脱却す るための工夫 にっ いて2っ の視点 か ら次 に示す 。

ア.心 情面

「無表情」で歌 う生徒 たちに、歌詞 を理解 し、 自分 たちの気持 ちを表現す ることを 目

標 に歌 わせ るた めには以下 のよ うな事 が重要 な点 だ と考 える。

・歌詞 を朗読 す る。(詩 の内容、言葉の持っ リズムを感 じる。)

・曲に対 す るイ メージを はっきりさせ る。(イ メージ画 を描 くな ど。)

・曲の構成 を考 え させ る。

楽譜 に出て くる横書 きの歌詞 を縦書 きの詩 に直 して読 む一 この ことで生徒 た ちは内

容 を深 く理解 し、「いい歌詞 だね。」 とい う声 も聞かれ るよ うになる。 さ らに、声 に出 し

て読 んだ り、イメー ジ画 を描 く事 で、内容 をよ り身近 に感 じた り、 自分 の ものにす る こ

とがで きる。歌詞 の解釈 の過程 では、 グループで話 し合わせ たり、発表 し合 うこと も有

効 な方法 であ り、 このよ うな中で何が大事 なのか、何 を訴 えた いのか、が明確 にされ る

のではないだろ うか。

イ,技 術面

自分 たちで抱 いた曲のイメー ジを表現す るには、正 しい発声 で歌 うことと同時 に、互

いの声 をよ く聴 き合 う習慣 をつ けさせ ることが大切であ る。

・ア ・カペ ラで歌 わせ る。

・常 に他 のパ ー トの音 を聴 くよ うに意識 させ"ハ モる"楽 しさを味わわせ る。

・自分 たちの合唱 を録音 し、聴 く。

音 に対 し、 よ り敏感 に聴 く耳を育て ることは重要であ る。そのため には時 には伴 奏 な

しで歌 った り、曲の中の一部分だ けを取 り出 し、美 しい和音 の響 きが得 られ るよ う何度

も繰 り返 し練習 した り、録音 テープを聴 き、 自分た ちの声を客観 的に判断 させ るの も良

い方法 である。曲のイメー ジに近づ くにはど うすれば良 いか考 え、何度 も歌 い込 む こ と

によ り、曲へ の愛着 が生 まれ ると ともに、曲の心情 を心 か ら理解す ることが可能 にな る
じ

ので はな いだろ うか。

(7)評 価 の工夫

生 徒一 人一人 の個性 を認 め、や る気 を起 こさせ る評価 を工夫 す ることは教 師 には欠 か せ

ない事 であ る。どの様 な場面 でどの様 な評価をす るべ きなのかを次 に示 す。

ア.実 技 テス トの工夫

・発表会(小 演奏会)形 式で行 う。

練習 の過程を大切 に し、 自己評 価 ・反省点 な どを記録 させて発表 へ向 けて意欲 的 に取

り組 ませ る。発表会 の当 日は、全員が観客 、審査員 にな り、互 いに評価 し合 う。友達 の

良 い点を探 し出す ことに重点を置 くよう指導 す る。 この とき、写真 や ビデオな どで記 録

を と り、教師の コメ ン トをっ けて渡 す ことが意欲 を起 こさせ る ことにな る。

・グループで テス トを行 う。

メ ンバ ーが協力 し合 って練習(弱 いパ ー トを助 け る、曲想 を工夫 し合 う、な ど)し 、
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よ り良 い ア ンサ ンブ ル を創 り上 げ よ う とす る過 程 で 、 励 ま し合 い協 力 す る こ と、聴 き合

う こ との 大 切 さが 分 か り、 ハ ー モ ニ ー感 が 養 わ れ る。 これ らの 観 点 か ら評 価 す る。

イ.日 常 の 授 業 にお け る評 価

・意 欲 的 に取 り組 あ たか 。

・集 中 して 取 り組 あ たか 。

・感 動 で き る場 面 が あ っ たか 。

・協 力 し合 って 楽 しい授 業 がで きた か 。

・わ か らなか った と ころ や で き なか っ た と

ころ に 進 歩 が 見 られ たか 。

日常 の 授 業 にお いて は、 可 能 な限 り生 徒

一 人 一 人 に 目を 配 り、 少 しで も進 歩 が 見 ら

れ た り、 や る気 ・工 夫 な ど が見 られ た ら適

切 な言 葉 か けが で き る よ う心 掛 け た い。 他

● 歌のアンサンブルを聞いて β一
曲 名 作 詞 作 曲

班 メ ン ノ寸 一 評 価

1
S T

A B

2
S T

A B

※評価の目安
①音楽室の隅々まで聞こえる声で歌えているか。
②各パートの音程が正確に歌えているか。
③全体としてのバランスがとれているか。
④メンバーの息が合っているか。

⑤曲の感じをとらえて歌っているか。

自 己 評 価

班 と して

個人として

との比 較のみ に陥 らず、個人 の良 い点、成長や進歩の見 られ た点を発見で きるよ うにす

る。練 習過程で の進歩 がわか るよ うな自己評価 カー ド・プ リン トを利用す るの も良 い方

法 であ る。(資 料参照)

(8)行 事 にお ける校歌 指導

学校生 活 にお ける様 々 な行事……入学式や卒業式 、文化祭 、合唱 コ ンクール等 と音 楽科

の関 わ りは深 く、音 楽的 な感動 を体 験で きる貴重 な機 会であ るのだが、1校 あた りの音楽

科教 師数 は1～2人 という学校が ほとん どであ り、行事を成功 させ るにはかな りの負担 、

苦労 を伴 うのが現状で ある。 その中で、行事や式の たびに歌 われ る 「校歌」 は、卒業 式 な

どで はよ く歌 うのだが、学期 ごとの始業式 ・終業式で はなか なか大 きな声 で歌 えず、悩 ん

でい る教 師 も多 い。校歌 をのびのびと歌 うよ うにす るための手だてを検討 した。結果 は次

の通 りであ る。

ア。原 因

・歌詞 や旋 律な どが生徒 の間隔 とか け離れて いるので積極 的に な りに くい。

・並 び方(男 女 各1例 ずっが圧倒的 に多 い。)の 問題。 自分 の回 りに 同性 が いな い と歌

いに くい という心理 的原因。

・みんなが歌 わな い状態で は、 自分一 人が大 きな声 をだす と目立 って しま うか ら。

イ.対 策

・式 や行事 の前 に は必ず練 習の時間を取 り、歌 いやすい雰 囲気 をっ くってお く。

・声 が小 さい場合 、や り直す、な ど妥協 しない ことも教 師の姿勢 として必要な面である。

・朝礼 のたびに校歌 を歌 わせ ることにより、校歌 に よりな じませ る。

・男女各2列 で並 ばせ る、パ ー ト別の隊形 にす るな どの工夫 をす る。

い ったん 「歌 わない」伝統 がで きて しまうと、それを打破 す ることはか な り難 しい。

押 しっ け、強制 でな く生徒 の心 を開放 し、愛着 を持 って校歌 を歌 わせ ることは教師 の願

いで ある。歌 わない現 実に も決 してあ きらめず指導 してい くこと、他教 師の協力を得 て

学校全体 で取 り組 んで い くことが必要 であ る。
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事例1題 材 名 「は じめての授業(校 歌歌詞交換)」 第1学 年

1題 材設定理 由

中学校生活 は教科 ごとに教 師が変 わ ることだ けで も、新入生 に とって は新鮮 な感 じを もっ

と同時 に、緊張 の連続 で もあ ると思 われ る。 そのような生 徒 に対 す る初 めて の音楽 の授業 は

中学校3年 間 の音 楽活動 の導入 で もあ り、 どのよ うに展 開す ることが望 まれ るであ ろ うか。

学校 によ って は新 入生 の ほとん どが同一小学校出身者 の場合や、複 数 の小学校 か ら生徒 が

入学 して くる場合 があ るが、いずれの場合 も中学 とい う新 たな人間関係 の中で緊張 して い る

ことが多 い。 このよ うな生徒 たちに対 し、4月1日 の新入生受付 け時 や、入学式前 日に実 施

す る新入生入学式 事前練 習の際に上級生 による校歌紹介を行 い、新入生 も入学式 まで に はほ

ぼ全員 が校 歌の1～3番 を歌え るよ うにな って いる学校 の例 も報告 されて いる。

この よ うな新入 生 の心理状況 を踏 まえ、以下 の理 由によ り本題材を設定 した。

(1)「 音楽 の授 業 は楽 しい」 とい う印象 を与 え ることで、「感動 を共 有 す る喜 び」 が実 感 で

きる授 業の雰 囲気づ くりをめざす。

(2)各 小学校出身の生徒相互の意思の疎通 や望 ま しい人間関係づ くりを図 る。

2指 導 目標

(1)中 学 校の校歌 がすで に歌 え ることに対 しての 自信 と誇 りを持 たせ る。

② 詩 は共通の リズム(日 本語で は七五調又 は、五七調)に よ って作 られて いる ものが多 い

ことに気付かせ る。

(3)校 歌(本 事例 では4分 の4拍 子)の 指揮 練習をお りまぜ ることで、楽 しい中 に も集 中 力

の必要 な授業 である ことを体得 させ る。

(4)以 後 の授業 に期待 を持 たせ る。

3指 導計画(1時 間扱 い)

指 導内容

・授業開始 のあいさっ の方法

・校 歌斉唱

・出身小学校校歌 の歌詞 を中学校校歌の メロデ ィーで斉 唱す る。

・校歌 の指揮 を練習す る。

4指 導 の展開

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点

座席の確認 出席番号順、横長 に男女各3列 ずっ着席す る。 ・静か な雰 囲気 の なか で

指 示 す る。

授業開始のあ 教師 の ピアノの合図で全員起立 す る。 ・反応 の遅 い時 はや り直

い さっの模倣 す 。

教 師 の歌 うメ ロデ ィーを 模倣 ・元気 のな い時 はや り直

す る 。

淫 。1
す が、導 入 なので紹介

讐=1【脅

す る程度 にす る。

mp

一12一



出席確認

校歌斉唱

出身小学校校

歌の歌詞紹介

中学校校 歌 の

メ ロデ ィーに

よる小学 校校

歌 の歌詞唱

詩 の リズムの

理解

こ ん に ち わ こ ん に ち わ こ ん に ち わ

どの高 さが歌 いやすいか、 どの程度模倣 で き

てい るか。

新入生呼名 のよ うに氏名を呼ばれ た ら大 きな声 で

返事 をす る。

覚 えたての校歌 を1番 か ら3番 まで斉唱す る。

生徒 がよ く声 を出 して いるか、出 しに くい音

域 はどのあた りか、元気が良 いか。

近隣小学校 出身者 は自校校歌の歌詞を思 い出す。

「ふ じのたかねを あお ぎみて ・。・」

他の小学校出身者 も自校の校歌の歌詞 を思い出す。

例 「れ いろ うに ふ じをみ さけて … 」

生 徒 は各小学校 の校歌 をお互 い に大切 な もの

と して受 け止め ようと して いるか。

教 師が近隣小学校の歌詞 を中学校校歌 のメ ロデ ィー

で歌 い、生徒 はそれを模倣 す る。

新 鮮 な 驚 きを も って 、楽 しく歌 って い るか 。

他 の 小学 校 の歌 詞 を 中学 校 校 歌 の メ ロデ ィー で 歌

う。 例 「ふ じを み さけ て れ い ろ うに … 」

なぜ この よ うな こ とが で き るの か を考 え 、 発 表 す

る。

七五調 の詩で あれば中学校校歌の メロデ ィー

で歌唱可能 なことに気付 くことがで きるか。

日本語の詩 にみ られ る共通 の リズムを理解す る。

創立 時期 の早 い学校 の校歌 は、七五調又 は五七 調

の歌詞 によ ることが多い ことを理解す る。

・集団 と して の男声 の音

域を把握す る。

・個 々 の 声 の高 さ、 声 量

を把 握 す る。

・入学 式 までにすべ て覚

えた ことを事前 に賞賛

す る。

。ひ らが なで1番 の み 板

書 す る。

・思 い出 せ る所 まで 板 書

す る。

・ほめ る箇所 を見 っ け る。

・まず1番 を通 して聴 か

せ(無 伴 奏)、 次 に伴

奏 を弾 きなが ら歌 わせ

る。

・歌詞 が五七調 の場 合 は

前後 を入 れ替 え る。

・中学校歌 の歌詞 と七五

調 でて きて いる校 歌 の

歌 詞の共通点を考 察 さ

せ る。

・既知 の百人一 首等 を発

表 させ る。

・中学校歌 の歌詞 を 出身

小学校校歌のメロデ ィー

で歌 うことをすすめる。
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4分 の4拍 子

の指揮

以後の授業内

容の予告

授業終了 の あ

いさっの模倣

歌 詞 の リズ ムの お も しろ さを 感 得 で きた か 。

全員 で中学校校歌 のメロデ ィーに合 わせ4分 の4

拍子 を指揮す る。(最 初 は片手、次 に両手で)

全員が楽 しそ うに集 中 して取 り組んでいるか。i

今後指揮 について毎時 間少 しずつ練習 し、必 ず全

員 に発表 の機会 がある ことを確認す る。

さ よ う な り さ よ う な り さ よ う な り

中学生 と して初 めての楽 しい音楽学 習 と して

感 じたか。

・教 師は左手 で ピア ノを

弾 き、右手 で生徒 と左

右逆 に指揮 す る。 その

際、跳ん で左右上 又 は

跳 んで中外上 と指 示す

る。

。簡単 な指揮 は誰 で もで

きる と助言 し意欲 を高

める。

・ピアノの合図 で起 立 し

た後 に教師 の模倣 を す

る。

5感 動 にいたるまでの工夫

教 師が小学校校歌 の歌詞を中学校校歌 のメ ロデ ィーで歌 う時、生 徒 たちは信 じられな い と

い った様 子で聞 き入 り、歌唱後 は思 わず拍手す る。 そ してで きるのだ ろうか とい う思 いで歌

い始 め るが、見事歌 い終 えた生徒 たちの顔 には自信が うかがわれた。

この場面設 定を より効果 的にす るために以下 の点 に留意 した。

(1)教 師が歌 う時 は無伴奏 で、生徒 ができるだ け声を集 中で きるよ うにす る。

(2)生 徒 が歌 う時、歌詞 とメロデ ィーの合 いに くい箇所 は教 師が先取 りして範 唱す る。

(3)教 師がで きるだけ 「どうして だろ うね」 とい う問いかけをす ることに より、人間関係 づ

くりを図 る。

生 徒 の一 言 よ り

・い ろ い ろな学 校 の校 歌 が この学 校 の メ ロデ ィーで歌 え るな ん て本 当 に び っ くり した
。

。この学 校 の校 歌 の歌 詞 を小 学 校 の メ ロデ ィーで歌 う と暗 くな るの で や あ た方 が い い
。

・音 楽 の不 思 議 さ を感 じた 。 よ くで きて い る と思 った 。

6以 後 の授業風景

(1)授 業開始の あいさつ は1月 後 くらいか ら3部 合唱へ以降 して行 く。

② 指揮 にっ いて は毎時間ひ とつずつ新 しい課題(終 わ り方 、予備拍 、強弱、伴奏か ら歌 唱

への移 り方等)に5分 程度取 り組 み、全員 が必ず授 業開始後 す ぐに校歌 指揮 を行 うよ うに

パ ター ン化 す る。校歌以外 の曲に も取 り組ん で行 く。
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事 例2題 材 名 『遠 い 日の 歌(パ ッヘ ル ベ ル の 「カ ノ ン」 に よ る)』 第2学 年

1題 材 設 定 理 由

・この 曲 は上 級 生 が合 唱 す る場 面 を聴 く機 会 が多 い事 か ら、 そ の メ ロデ ィー に 日頃 か ら親 し

ん で お り、抵 抗 な く取 り組 め る。 また 、混 声 三 部 の演 奏 形 態 で あ るた め 、男 子 全 員 で 同 じ音

を 取 り協 力 して歌 え 、 音 域 的 に も無 理 が な い 。 ど のパ ー トに も魅 力 的 な旋 律 が あ る この 教 材

を 、 伸 び伸 び と心 か ら感 動 を共 有 しな が ら歌 う事 を 目指 して 、 本 題 材 を設 定 した 。

2指 導 目標

(1)伸 び伸 び と 自信 を 持 って 、一 人一 人 が主 体 的 に歌 え るよ う心 掛 け る。

(2>お 互 い の ハ ー モ ニ ー を聴 き合 い 、豊 か な響 きを味 わ う。

(3)音 楽 に対 す る意 欲 の育 成 を重 視 す る と共 に ク ラス の団 結 を図 る。

3指 導 計 画(6時 間扱 い)

第1次(2時 間扱 い)の 指 導 内容

・前 年 度 の ビデ オ ・テ ー プ等 を 、楽 譜 を み な が ら聴 き、 曲 の雰 囲気 を っ か む 。

・音 取 りを始 あ る。(女 子 は、 パ ー ト リー ダ ーを 中 心 に。 男子 は最 後 ま で ひ と とお り、 教 師

が み る 。 ピア ノ ・オ ル ガ ン等 を使 い 、場 所 を ロー テ ー シ ョン して い く。)

第2次(2時 間扱 い)の 指 導 内容

・2っ の パ ー トを組 み合 わ せ 、(ソ プ ラ ノ と男 子 ・アル トと男 子 とい うよ うに)女 子 が、 リー

ダ ー シ ップ を取 り、 自分 達 で合 わ せ る練 習 をす る。 残 りの ひ とパ ー トを 、 教 師 が ピア ノ の

周 りに集 め、 音 の確 認 を行 う。

・そ の 後 、 細 か い歌 い方 ・強弱 にっ い て指 示 し、 生 徒 はす べ て 楽 譜 に記 入 す る 。

第3次(2時 間 扱 い)の 指 導 内容

・表 現 の 工 夫 。

・響 きの 豊 か さ を 目指 す 。

4指 導 の 展 開

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点

和音練習

声だ し

4つ のパ ー トに分 け 、 カデ ンツ1-IV-V-1の

和 音 に よ り 二長 調 か らへ長 調 ぐ らい ま で上 昇 させ

る。

既 習 曲 を歌 う。(い っ も同 じ曲 に な らな い よ う に

配 慮 す る。)

お互 いの音 を聴 き合 って

い るか。

響 きが作 れて いるか。

積極的 に声 を出そ う と し

て いるか 。

生徒 の伴奏 によ り 「遠 い 日の歌」を最後 まで通す。

細 かい点 を指示 してい き、 自分 の楽譜 に記入 させ

なが ら、理解 させ る。

音 程 は ど うか 。

きちん と指 示 が 聞 け 、 理

解 で きて い るか 。

亀晒鳳
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母 音 譜 で歌 って み る。

ア ・カ ペ ラで 歌 い、 お互 い の響 きを よ く聴 く と共

に、 各 パ ー トが 、 どの よ う に歌 って(動 い て)い

る のか を 確 認 す る。

「… …

音 程 が しっか り とれ て い

る か 。

お互 い のパ ー トを 注 意 し

耳 で聴 き合 って い るか 。
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1〈 教 師の一 言〉 ・強弱記号 を意識 し、 どのパ ー トが聴 かせど ころなのかを考 えてみよう。i

i肩 ・の どに力が入 って いないかな?ら くに ・柔 らか く ・そ して きれ いi

lに を モ ッ トーと して ごらん。1
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イ メ ー ジ作 り 各 自で どの うよな場 面 ・情 景 を思 い浮 か べ な が ら

歌 って い るか を 発 表 す る。

今 日で き た所 まで 、指 示 した こ とを きちん と表 現

で き るよ うに考 え なが ら、伴 奏 に合 わ せ る。

最 後 に 、 イ メ ー ジポ ス ター を描 け る よ うに構 想 を

考 え て お くよ うに伝 え る。

こ の時 間 の 中 で 、 前 回 と

比 べて 、良 くな った と思

え る部 分 を生 徒 に 伝 え 、

さ らに次 に向 上 しよ う と

す る意 欲 を もた せ る。
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◆ 生 徒 達 が描 いた イ メ ー ジポ ス タ ー

5感 動 に い た るま で の工 夫

・各 自が 、 正 確 な音 程 ・リズ ムで表 現 で き るよ うに な る こ とは大 切 だ が 、 そ れ と共 に歌 い 親

しむ こと は 、大 きな意 味 が あ る。一 っ の 曲 を通 して 学 習 を 深 め る こ とに よ って 、詞 に 対 す

る イ メ ー ジ も一 層 豊 か に な る と共 に、 曲へ の共 感 も生 まれ る。 そ の た め に も、 美 しい ハ ー

モ ニ ー は、 重 要 な ポ イ ン トの一 っ で あ る。 この 曲 を 始 め た頃 は、 転 調 した部 分 の2部 を 除

いて 、(こ の部 分 は、男 子 が4分 音 符 で あ る こ とか ら急 い で歌 い 、 混 声 三 部 で 合 わ せ る と

女 子 と一 致 せ ず 、 たて ライ ンが 合 わ な い状 態 が続 い た。)音 取 り もス ム ー ズ に進 み 、 音 楽

的 に歌 う こ とが で き た。 しか し発 声 面 は、地 声 と裏 声 の ち が い が 目立 った 。 そ の た め 、 交

替 に前 に 出 て聴 いた り、 自分達 の歌 声 とCDと を比 較 して い く うち に 、発 声 を 少 しず っ 理

解 し始 め 、生 徒 た ちの 方 か ら、 「地 声 で 出 さ な いで 」 と い う声 が 聞 か れ る よ う に な り っ つ

あ る。

・教 師 自身 も生 徒 の 中 に一 緒 に入 り歌 って い きなが ら、1時 間 の 中 で、 で きる だ け子 供 と の

接 点 を見 つ け る努 力 を重 ね て い る。 この よ うに、 生 徒 と共 に音 楽 を 作 りあ げ る姿 勢 を 示 す

こ と に よ って合 唱 の良 さ を理 解 させ る こ とは大 切 な こ とで あ る。
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事例3題 材名 「音楽 的感動 を共有す る合唱指導」第3学 年

1題 材設定 の理 由

音楽 の感動 は、聴 く者 と演奏者 とが共有で きる体験であ り、感性 の育 成 には欠かせ な い も

ので あ る。 このよ うな演奏 の場 におけ る大 きな感動 に至 る過程 の中に、生 徒全員が心 を ひ と

っ に して、合唱 に取 り組 み、曲を完成 させて い く努力の体験 が感動 を ともなった合唱 と して

存在す る ことが可能 であ る。

合唱 コンクールや、全校合唱 を 目標 に、生徒達 が一生 懸命歌 い、壮大 な合 唱を作 って い く

過 程を通 して、 よ り大 きな感動 を共有 させ ることを 目指 して本題材 を設定 した。

2教 材名 「大地讃頚」

3教 材設定 の理由

合唱 コンクールの課題曲 や自由曲 の中 には、必ず と言 って良 い ほど、「大地讃頒」 があ る。

また、卒業式や入学式 、対面式等 において も、全体合唱 で取 り上 げ られ ることが多 い。最 近

の調査(平 成5年 度教育研究員報告書)で も、一番歌 いた い曲 と報告 されて いる。

この曲 は、演奏す る側 も聴 く側 も感動を共有 す ることがで きる内容 のあ る作 品で、初期 の

指 導か ら興味を持 たせ られ、合唱が仕上 が って い く程 に充実感 を覚え 、完成時 に はその醍 醐

味 と満 足感を味わ うことが出来 る曲であ る。

4指 導 目標

(1)歌 詞の内容を十分 に理解 させ、雄大、壮厳で人間愛 に燃 え る意 を感 じとらせ る。

② 荘重 な伴奏 の響 きと、重厚 なハ ーモニーの流 れを感 じとらせ、教材 の曲想を理解 させ る。

㈲ 各パ ー トの音程 を正確 に歌 わせ、旋律の流れを とらえ させ る。

(4)伴 奏 の流れ にの り、強弱 に注意 しなが ら、盛 り上 げてい く感動 を作 って い く。

㈲ 全体的 なバ ラ ンスを重視 し、調和の とた合 唱に仕上 げてい く。

5感 動への工夫

生徒数が減少 して きてお り、男女数 のバ ランス も偏 よ っているため、調和 の とれた迫力 の

あ るク ラス合唱が難 しくなって きて いる。その中で、ク ラス合唱 を基盤 として、学年 合唱 や

全 校合唱を実施 し、全体 で作 り上 げる合唱を 目標 に置 いた指導計画 をす る。

また、授業で の取 り組 みの中 では、生徒 の 自主性 や主体性 を引 き出 してい く指導を重視 し、

音楽す る楽 しみを味 わわせてい く。特 にパ ー トリー ダーの育成 に重点 を置 き、 自分 達で意 欲

的 に練習 に励 む雰 囲気 を作 ってい くよ う指導を心掛 ける。

6指 導計画(5時 間扱 い)

第1次 「大地讃頒」 の範唱 を聴かせ、曲の感 じをっかませ るとともに、歌 う意欲 を持 たせ

る。

歌詞を読 み合 わせ 、内容を深 く理 解 させてい く。

パ ー ト別 の練習 に入 る前 に、パ ー ト別の旋律 を聴 かせ、注意 する点の指示を与え る。

第2次 パ ー ト練習 を徹底 して実施す る。

授業終了10分 前 にソプ ラノとアル トの2部 で練習す る。

男子 は、 ピアノ伴奏で練習す る。

第3次 パ ー ト練習を繰 り返 して練習す る。 ブ レスや発音 など細か い点 に注意 してい く。
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終 了10分 前 に ソ プ ラノ と ア ル ト、 テ ノー ル とバ ス で そ れ ぞ れ練 習 す る。

第4次 範 唱 を よ く聴 か せ 、 曲 想 を 確認 しな が ら、パ ー ト練 習 を徹 底 す る。

練 習 の状 況 に よ って4部 で 練 習 し、 ま とめ に入 る。

第5次 「大 地 讃 頒 」 を 仕上 げて い く。4部 で バ ラ ンス の良 い合 唱 を 目指 す 。

7学 習 の展 開

(1>第4次 の 目標

① パ ー トリー ダ ーの リー ダ ー性 を 発揮 させ 、パ ー ト練 習 を意 欲 的 に進 行 させ る。

② 発 音 、 強 弱 に注 意 しなが ら、迫 力 の あ る合 唱作 りに努 力 させ る。

② 展 開

指導内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

。既 習 曲 に

よ る導 入

。 「夢 の 世 界 を 」 「夏 の 日 の贈 り

もの 」 を生 き生 き と歌 う。

◆音程 が正 しくとれて いたか。

◆歌お うとす る意欲が見 られたか。

◆態度観 察:授 業 に入 ろ うとす る意欲的 な態度が見 られたか。

。大 地 讃 頒

の範 唱 を

き く。

。全 員 で合

唱 す る。

。パ ー ト練

習 に入 る。

・グ ル ー プ

練 習 を す

る。

。譜 面 を 見 なが ら、 自分 のパ ー ト

を 目で 確 認 す る。

。自分 の パ ー トを 確 実 に歌 う。

。音 程 の難 しい部 分 を くり返 し練

習 す る。

。4っ のパ ー トに別 れ 、 リー ダ ー

の合 図 の も とに練 習 す る。

。3～4っ の混 声4部 の グル ー プ

に別 れ、 それ ぞ れ の グ ル ー プ で

合 唱 練 習 を す る。

◆音符 を読あ ない生徒 が ほとん どなので音

の起伏 を確認 させてい く。

9,鰻
ノL5"齢 デ

1∩ 、 〆
Ψ7 SOP/＼ /
亀ノalt/へ ～/

『 一

音程が変化 しな
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◆ 他 のパ ー トに っ られ て 、

か った か 、 自信 を持 って音 程 が とれ た か

を確 か め る。

◆ テ ノ ー ル とバ ス のパ ー トに重 点 を 置 く。

捷Pkkk
ム 暫¶・ 」,」,」, 」 ノ 」,ワ 蟹9
●1三 督甲罐7 ρ7ρnh「1
,w「1「i「1 1)1ノ 翼r匡

/巨 匠 口 1「

へ い わ な 一 だ い ち

◆出だ しの短3度 の音程 を しっか りと らせ

て い く。

◆各パ ー トの練習状況 を観察 しなが ら、音

程 の不明確 な部分 や、声 の出 し方 につ い

て指示、指導 をす る。

◆それそ のグループが協力 し合 い、意 見 を

出 し合 って、 自分達 の合唱 を作 り上 げて

い く努力を させて い く。
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指導内容 学 習 活 動 指導上の留意点

。パ ー ト、 グル ー プ練 習 の 隊 形 を ◆ 音 程 が とれ て きた ら、他 のパ ー トを 少 し

と る 。 ず っ加 え て い き、 グルー プ練 習 を させ る。

・円陣 を作
○ ○ ○

8[:.鮎 声
◆パ ー トリーダーに改善点を発表 させた り、

みんなに意見 を求 めなが ら、合 唱を作 り

○ カセット を聴 く。○

○ ○

上 げ て い く。

。各 グ ル ー ・合唱作 りに工夫 した点を、発表 ◆各 グループの合唱発表 をよ く聴か せ、 声

プの発 表 し、 合 唱 す る。 のバ ラ ンスや 、 言 葉 の発 音 、 曲 の 表 現 に

を す る。 つ いて 、意 見 を交 換 す る。

特 に工夫 した点 にっ いて、注 目させ て

い く 。

・全員 で合 ・反 省点を念頭 に置 きなが ら歌 わ

唱 す る。 せ る 。

。合 唱を録音 し、 自分達 の演奏 を ◆模範 演奏のテープ と比較 させて、 その感

聴 か せ る。 想 を発表 させ る。

。 ま と め 。今 日の授業 で進歩 した点や今 後

改善 してい く点 などを確認す る。

}

8考 察

3年 生 にな ると体格 が著 しく向上 し、声の幅が一段 と広 が って くる。女性 の伸 びやか な声

とと もに、男性 の響 きのある声 は、大地 讃頒のよ うな壮重 さを要す る曲に は、適 した もの と

思われ る。

しか し、 ソプ ラノやテノールには高音 を求 め られてい る部分 もあ り、音程 の難 しい旋律 な

どを考え ると、完成 させ るには充分 な練 習が必要 である と感 じた。

合唱の喜 びや感動を得 るためには、生徒 自らが工夫 し合唱を作 り上 げて い く授業 を心 掛 け

て い くことが大切で ある。 自主的 に活動 させ る指導 の工夫 を常 に考 えて い く必要 があ る。

合 唱を作 り上 げて い く努 力 は、発表 の段階 で喜 び と感動 にな り、言葉で は言 い表 す こ との

で きな い充実感が湧 いて くるものであ る。さ らにそれ は、人数が多 くなれ ばなるほど表 現 の

幅 も大 き くな り、迫力や感動 が深 くな って くる。

クラスで取 り組 まれ た合唱 は、学年合唱か ら全校合唱へ と拡 大 され、学校行事を盛 り上 げ

てい くよ うにな る ことが望 ま しいと考 える。合唱や音楽活動 が学校 の伝統 であ り、特色 の一

っ と して、地域 に認め られ るようになれ ば、感動 を共有 す る輪 はさらに広 が って い く。

教 師の 自己満足 だ けの活動 に終止せず、生徒や保護者 、地域 か ら強 く望 まれ る合唱活動 に

成長 させ てい くのが願 いであ る。
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事例4「 音楽 の 自由な表現 の学習」(第3学 年選 択 女 声合唱)

1題 材設定理 由

生 徒 の合唱 の経験 のほ とんどが混声合唱 であろ う。 ここで は、生 徒 に女声合唱 の もつ 繊細

さや柔 らか さ ・優 しさ とい った ものに気づかせ、 さ らに混 声 とはまた違 う同声 の持つ独 特 な

響 きやハ ーモニーを体験 させ ることを目指 した。 そこで女 声合唱の体験 の中 で、音楽 の持 っ

幅広 い表現方法 を自主 的に学 び、工夫す る姿勢 を育成す るた めに、生徒 に自由に表現を 工夫

させ るこ とを重視 して、本題材 を設定 した。

2指 導 の目標

(1)女 声合唱 が持つ爽 やか で柔 らかい響 きか ら、女声合 唱に対 す る興 味 ・関心を高 める。

② 曲 のイメー ジを広 げ、 いろいろな観点か ら音楽を据 え表現 しようとす る意 欲を育て る。

㈲ より一層美 しい合唱 を工夫 させ、音楽 にたい しての感動 を 自 ら体験 しよ うとす る態 度 を

育 て る。

3指 導計画(4時 間扱 い)

第1次 発声 の基本的 なハ ーモニーの練習 によって、音色 ・バ ラ ンスな どに注意 す る意識 を

高 め、既習曲 に簡単 な変化 を工夫 させ る。

第2次2年 生 で習 った 「ラバ ース ・コ ンチェル ト」の メロデ ィを各 自に 自由 に変化を っ け

させ、それを基 にグループによる、 自由な表現 を工夫 させ る。

第3次 「さよ うな らの うた」(石 井 亨作詩 ・作曲)メ ロデ ィのみ を与 え、 グル ー プに分

かれ、詩 やハ ーモニーな ど自由 に表 現を工夫 させ る。

第4次 それぞれ工 夫 した 「さよ うな らの うた」 を発表 しあい、感想 を述 べあ う。同 じ曲が

様 々な工 夫 によって いろいろ変化 す るお もしろさを感 じとらせ 、最後 に作者 の手 に

よ る原 曲を学 習 して、原 曲の持 っ美 しいハ ーモニーを女声合唱 で表現す る。

4学 習指導 の展開(第4次)

指導内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

発声練習 全員 ピアノの周 りに集合 し、発声練習 をす る ☆ 姿 勢 ・表 情 ・口の あ け

(「 ソ ー ア ー ソ 」 ・ 「ア エ イ オ ウ 」 方 な ど チ ェ ッ クす る

「い 一 ま や 一 ま 一 に 」 な ど半 音 づ っ 上 下

導 して い く)

ユ ニ ゾ ン 全 員 で ひ とっ の メ ロデ ィを 歌 い、2部 ・3部 ☆ 必要 に応 じて調を変え、

～2部 ・3部 の ハ ー モ ニ ーで 歌 え る曲 を メ ドレー で歌 う ハ ー モ ニ ー の バ ラ ン ス や

入 の ハ ー モ ニ ー (「赤 とん ぼ」 ～ 「エ ー デ ル ワイ ス」 ～ 「花 」 音程 ・音質 に注 意 させ る

練習 ～ 「夏 の思 い出」～ 「夢 の世界を」 など)
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指導内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

発表 のた めの 前時 で課題 と して与えた 「さようならの うた」 ☆教 師 は各 グループを 回

グル ー プ練 習 を 「ラ ラ ラ ・ ・」 で 歌 って メ ロデ ィを確 認 し り、 ア ドヴ ァイ スを 与 え

た後 、 それ ぞ れ の グ ルー プ に分 か れ る。 前 時 なが ら、 各 グル ー プ の と

に ま と めた 自分 た ち の ア イ デ ア を確 認 し、 グ り くみ方 を チ ェ ックす る

ル ー プ練 習 を す る。

評価 の観点1各 自の アイデ アがどのよ うに生か されて いるか

展 グループが皆協力 して いるか

発表 と鑑賞 各 グル ー プ ご とに発 表 しあ う。 そ の 後 、 聴 い ☆ 他の グループが工 夫

た感想 や 自分 たちの工夫 した点 ・苦労 した と して いる所 に注意 を 向

ころ本 日の出来 などを述べ る かせて鑑 賞 させ る

評価 の観点:発 表す る側 も鑑賞す る側 も、真面 目に取 り組 んでい るか

原曲の合唱練 原 曲の楽 譜 を配 り、 ソプ ラノ ・メ ゾソプ ラ ノ ・ ☆ メロディ以 外 は慣 れて

習 ア ル トに分 か れて 、 パ ー トリー ダーを中心 に、 い な いの で 、 て い ね い に

開 音取 りをす る 音取 りを させ る

☆他 の声部をよ く聴 いて、

ハ ー モ ニ ー を合 わ せ る

美 しい ハ ー モ 原 曲を皆 で合 わせ、 この曲が持 っ本来 の美 し

ニ ー を創 る さを感 じと らせ る(も ともと女声合唱用 に書

かれた ものではないが、女声合唱 で も十 分 に

美 しい響 きは得 られ る曲であ る)

合唱 の喜 び 歌詞 をよ く理解 し、曲想 にあ った雰 囲気 で強 ☆ ア ・カ ペ ラ に した り伴

弱や言葉を意識 しなが ら 「さようならの うた」」 奏 を工夫 した り して、 表

ま を仕上 げる 現の多様性を最後 に確認

と

させ る

め
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5考 察

通常 の音 楽の授業で は、楽譜 に忠実 に歌 った り、演 奏 した りして いる。楽譜 に書 かれ て あ

る通 りに表現 しよ うとす る事、それ は作者 の作品に込 め られた思 いや メ ッセー ジを理解 し、

又感 じとり、そ の曲 にふ さわ しい表現をす るため には最 も基 本的で大切 な ことであ る。

一方 で、音 楽 は何 もの に もと らわれない 自由な も6!?だと言 う一面 を持っ。曲 に対 して 自由

にに受 け とめ、 自由 に感 じ、 自由 に表現 で きる性質 を持 っの も音楽 の特徴のひとつであろう。

そんな音楽 の多面的要素を学習す ることで、素 直に 自分の感 じた まま に、 自分 たちの思 った

よ うに音楽 が表現出来た ら、 どん なに素 晴 ら しい ことであ ろうか。原曲 と自分 たちの受 け た

イメー ジに よる曲が全 く違 って いて も何の問題 もな い。そ こには、工夫 とい う作業 に よ って

新 しい感性 によ る別の曲が生 まれ、個性 あふれ る曲が誕生 す るか らで ある。その よ うな創造

的姿勢 こそが、音 楽的感動 を主体的 に生 み出そ うとす る原動力 にっなが って い くもので は な

いだ ろ うか。

・本教材 は、出版 されて いな いため、 ここに原 曲者 自筆 の楽譜 を捉載 した。
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IV研 究のまとめと今後の課題

本年度教育 研究員 は、1年 間の研究を行 うに当た り、平成5年 度教育研究員 の研 究(研 究 主

題 「心 か ら音楽的感動を体験で きる指導法の工夫」)か ら次の示唆を得 た。

○ 生徒一 人一 人 の個性を生か し、豊 かな感性 を育成す るために は、音 楽的感動 が不可 欠

で あ り、合唱表現が その実現 の場 と して、重要 である こと。

○ 音楽的感動が 「深 い心の はた らきか らな る音楽 が、聴 く者 の心 の中に流 れ込 み、音 を

媒体 として相互 の心 がっ なが った時の、心が生 き生 きと働 いて い る状 態」(平 成5年 度

教育研究員報告書)で ある ことを踏 まえ、生徒 の心 の中を見 っめなが ら生徒 の心が 生 き

生 きと働 く音楽学習 を実現 してい くことが大切 であ ること。

この ことを踏 まえ、本年度 は、音楽的感動を生徒が 自ら求 め、意欲 的に音 楽活動 を行 うと と

もに、生徒相互 の心 のっなが りの中で、感動を共有 で きるよ うに指導 してい くことを 目指 し、

研 究主題 を 「音楽 的感動 を主体的 に共有 し、充 実感 を味わ うための合唱指導 の工夫」 と定 めた。

研究 は、各 中学校 の実情 の把握か らスター トした。そ こでは生徒 の個性 、特性等 の多様 化 に

応 じ、意欲 的に音楽活動 を行 わせ るための様 々な工夫 や悩 み等 が出 された。 それ と ともに 「音

楽 的感動 を主体 的に共有 す る」 ことが どの ような ことなのか 」、 また、「その ため にはどの よ う

な工 夫が必要 なのか」等 にっいて もお互 いに理 解を深 めた。

特 に 「音楽 的感動 を主体的 に共有す る」 ことの意義 を次 のよ うにと らえた。

○ 音楽 的感動 を主体 的に求 めるためには、心 の中の深 い感動 が大切 で あ り、 この体 験 が

さ らな る感動 を志 向で きるよ う、魅力あ る音楽活動 を具体 的 に設定 す る必要が あ る。

○ 音楽 的感動 を共有す るためには、望 ま しい雰 囲気 の中で、集 団 と して の感動体験 が 一

人一人 の心 の中に満 たされて いることが求め られてい る。

ま た、音楽的感動 を主体的 に共有す るたあの様々な工夫 を次のよ うな視点 か ら具体的 に示 し

た。

○ 学級 の良 い人 間関係及 び雰囲気 ○ リー ダー育成 及びパ ー ト練 習

○ 授業 の導入 ○ より美 しい合唱の表現力 の育成

○ 選 曲 ○ きめ細 かな評価

○ 発声指導

以上 の こ とを踏 まえ、各学年 の実践例を4っ 示 した。

今後 の課 題 として、次 の ことを更 に研究 して い くことが大切 であ る。

○ 研究主題 である 「音楽的感動を主体的に共有 し、充実感 を味わ うた めの合唱指導 の工

夫」 の意義 を一層深 く理解 し、教師 自身の指導理念 と して深 めて い くこと。

○ 今後一層 の生徒 の特性等 の多様化 に対 応す るための合唱指導 を工 夫す る こと。

○ 合唱指導 のパ ー ト練習 にお けるパ ー トリーダーの育成 と併 せて、パ ー ト練習 の形 態 な

ど、指導 の工夫 を一層改善す る こと。

○ 生徒一人一人 が長所 を発揮 し、意 欲的に音楽活動 で きる場面 を一 層系統的 に設定 す る

とと もに、授業 における これ らの意欲的な音楽活動 を きめ細 か く評 価す る こと。
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